
①団地の前は競馬場 ②柏駅前にビルがない

　現在、豊四季台団
地があるところに
は、「柏競馬場」が
ありました。市制施
行当時には、既に
レースは行われてい
ませんでしたが、開
催日には柏駅から行列ができるほどの人出
だったといいます。作家の菊池寛が競馬を楽
しんだり、当時農商務省の役人だった岸信介
元総理も併設されたゴルフ場に訪れたりして

いました。
　昭和39年に豊四季
台団地への入居が始
まり、現在では約
1,500世帯のかたが
生活するマンモス団
地になりました。

　市制施行当時はビル
やマンションもなく、
古い木造家屋が並んで
いました（写真左）。
まだ歩道もなければ、
下水道も完全ではあり
ませんでした。
　昭和30年の「柏の大

火」を教訓に東口駅前商店街の防火建築が進み、
昭和48年には再開発事業が完成し、急激に発展し
た柏駅前。デパートやビルが建ち並び、今では県
外からも多くのかたが
ショッピングに訪れる
街になりました。
　県内一の乗降者が行
き交う柏駅を中心に、
これからも柏の街は発
展し続けるでしょう。

No.1229

今年は市制施行50周年
育てよう！夢みる柏をみんなの心で

主な内容 ＊＊

保育園の入園受け付けを
開始／市営住宅の入居者
を募集
　
柏市職員の給与などを公表
　
特集・柏の50年総集編～
柏の歩み「半世紀の道を超
え明日をめざして」

情報館（講座・講演、お知ら
せ、求人ほか）
　
街のできごと（フォトニュー
ス）／芹沢銈介の世界／お
となりさん

Ｐ2

Ｐ3

Ｐ4
～5

Ｐ6
～7

　
Ｐ8

…

…

…

…

…

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス　http://www.city.kashiwa.chiba.jp/

市の人口 (16.11.1 現在 )

3３３，５７２人
1２９，６６６世帯
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と き
集 合 場 所
対 象
種目・距離

参 加 費

申 し 込 み

そ の 他

来年1月16日㈰午前9時半から
柏の葉公園総合競技場（コースは競技場と柏の葉公園内）
市内在住・在勤・在学のかた
①ファミリーの部（2人以上）＝2km②小学生の部（4・5・6年の部）＝
2km③中学生の部（1・2～3年生）＝3km④一般6kmの部（高校生・34歳
以下・35～49歳・50歳以上）⑤一般10kmの部（男子の部だけ。高校生・
34歳以下・35～49歳・50歳以上）
①・②・③＝500円（①は1人につき）、④・⑤＝1,500円（高校生は
1,000円）
体育課（市役所第2庁舎4階）・市内体育施設・各近隣センターで配布している申込書に添付された郵便振替用
紙で、12月17日㈮までに振り込むか、体育課か市内体育施設へ費用を添えて
来年1月上旬に参加通知書を送付します。なお、参加の有無や大会中止にかかわらず参加費は返却しません（中
止のときは記念品を差し上げます）

問体育課 ☎7167－1536

昨年の柏市民新春マラソンから

　今日11月15日、柏市は市制施行50周年を
迎えました。この写真は市制施行当時の柏駅周
辺の航空写真です。駅前にも緑がたくさんある
ことがわかります。現在の駅前（写真右下）は
ビルやマンションが林立し、住宅がびっしりと
建ち並んでいます。これも、柏駅が柏のまちの
玄関口として発展してきたあかしです。50年
前の柏駅前と見比べてみてください。今号では
4・5面で50年の歴史を詳しく紹介します。

　

柏
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
記
念

す
べ
き
年
を
皆
様
と
一
緒
に
お

祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
制
施
行
当
時
の
人
口
は
約

四
万
三
千
人
で
し
た
が
、
基
幹

産
業
で
あ
っ
た
農
業
に
加
え
、

商
工
業
の
集
積
に
よ
り
、
現
在

で
は
約
三
十
三
万
人
を
擁
し
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
学
術
・
新

産
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

情
報
発
信
地
と
し
て
、
首
都
圏

の
中
核
的
な
都
市
へ
と
発
展
・

変
ぼ
う
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
繁
栄
は
、
発
展
の
礎

を
築
い
た
先
人
の
皆
様
と
今
を

生
き
る
市
民
の
皆
様
、そ
し
て
、

柏
に
集
う
多
く
の
皆
様
の
ご
尽

力
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
は
沼
南
町
と
の
合
併
で

新
・
柏
市
が
誕
生
し
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
も
開
業
し
ま

す
。
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
中
核
市
へ
の
移
行
も
視
野

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
と
も
、
市
民

の
皆
様
誰
も
が
将
来
に
夢
と
希

望
が
持
て
、
安
全
で
快
適
に
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が

ら
各
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
は
、
次
の
五
十
年
に
向

け
た
出
発
の
年
で
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①

②

今日、
市
制
施
行
50
周
年
で
す

昭和
30年代

現在



　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
資
格　

次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
か
た
①
柏
市
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
引
き
続
き

市
内
に
居
住
し
現
在
住
宅
に

困
っ
て
い
る
②
現
在
同
居
し
て

い
る
か
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

家
族
が
い
る
③
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
④
過
去
一
年
間
の
家

族
全
員
の
平
均
月
収
が
一
般
住

宅
は
二
十
万
円
以
下
、
改
良
住

宅
は
十
三
万
七
千
円
以
下
⑤
障

害
者
と
高
齢
者
世
帯
等
の
場
合

は
、
過
去
一
年
間
の
家
族
全
員

の
平
均
月
収
が
一
般
住
宅
は
二 

十
六
万
八
千
円
以
下
、
改
良
住

宅
は
十
七
万
八
千
円
以
下
⑥
改

良
住
宅
を
単
身
で
申
し
込
む
場

合
は
、
年
齢
五
十
歳
以
上

　

募
集
戸
数
（
別
表
２
参
照
）

一
般
住
宅
＝
七
戸
、
改
良
住
宅 

（
単
身
者
可
）
＝
二 

戸
　

申
込
書
の
配
布

　

11
月
25
日
（
木
）

〜
12
月
３
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
に
建
築
住

宅
課
（
市
役
所
第

一
庁
舎
一
階
）
で

　

申
し
込
み　

申 
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
12
月 

６
日
（
月
）
〜
10 

日
（
金
）
に
一
〇 

一
会
議
室
（
建
築

住
宅
課
前
）
へ
直

接
持
参
を
※
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

　

そ
の
他　

今
後
、
空
き
室
が

出
た
場
合
は
沼
南
町
と
の
合
併

後
に
募
集
を
行
い
ま
す

　

問
建
築
住
宅
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
４
７

平成16年（2004年）11月15日 第1229号 ②

　

秋
の
風
に
吹
か
れ
、
沼
南
町
東
部

の
柳
戸
地
区
に
あ
る
弘
誓
（
ぐ
ぜ

い
）
院
の
文
化
財
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

こ
の
お
寺
は
下
総
観
音
霊
場
第

三
十
三
番
の
古
刹
（
さ
つ
）
で
、
昔

か
ら｢

柳
戸
の
観
音
さ
ま｣

と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
尊
聖
観
世
音
菩
薩
像
（
秘
仏
）

は
、
高
さ
七
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
ヒ
ノ
キ
造
り
の
秀
作
で
県
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
締
ま 

っ
た
相
貌
や
彫
り
の
深
い
衣
文
（
え

も
ん
）
に
鎌
倉
時
代
の
作
風
を
よ
く

示
し
て
い
る
、
数
少
な
い
貴
重
な
聖

観
音
で
す
。

　

ま
た
、
弘
誓
院
の
境
内
に
た
た
ず

む
と
古
雅
な
本
堂
、
背
後
の
石
段
上

に
あ
る
鐘
楼
（
ろ
う
）、
池
に
浮
か

ぶ
弁
天
堂
、
銀
杏
（
い
ち
ょ
う
）
の

大
樹
（
町
指
定
天
然
記
念
物
）
な
ど

が
静
か
に
調
和
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
銀
杏
に
は
乳
柱
が
発
生
し
て

い
て
、
母
乳
の
少
な
い
女
性
が
こ
れ

を
削
り
、
煎
じ
て
飲
む
と
乳
に
恵
ま

れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
辺
り
一
帯
が

黄
金
色
の
落
ち
葉
で
埋
め
尽
く
さ

れ
、
訪
れ
る
か
た
を
魅
了
し
ま
す
。

　

交
通　

柏
駅
東
口
か
ら
手
賀
・
布

瀬
・
手
賀
の
丘
公
園
行
き
バ
ス
で「
柳

戸
」
下
車
、
徒
歩
五
分

　

問
沼
南
町
教
育
委
員
会
☎
７
１ 

９
１
│
１
１
１
１

16
聖
観
世
音
菩
薩
像
と
銀
杏
大
樹

チャリティーコンサート

①12月8日㈬、②12月9日㈭
いずれも午後2時～4時
①＝勤労会館、②＝光ケ丘近隣センター
市内在住のかた、各日32人
球根と小花を利用した寄せ植えを作りま
す
2,000円
往復はがきに「花と緑の教室希望」と明
記し、希望日（①か②）・住所・氏名・
年齢・電話番号と返信面のあて先を書い
て、〒277－0001呼塚新田204－2　柏市
みどりの基金へ、11月22日㈪までに郵送
（当日消印有効）で※応募者多数の場合
は抽選

と き

と こ ろ
対 象
内 容

費 用
申し込み

と き

ところ

内 容

その他

11月16日㈫
～30日㈫午
前9時～午
後7時
かしわインフォメー
シ ョ ン セ ン タ ー
（ファミリかしわ3
階）
ごみに関するなにげ
ない疑問・素朴な疑
問について、展示物
で説明
疑問に関する解説書
のプレゼントあり

問市立柏高等学校 ☎7132－3460問柏市みどりの基金 ☎7160－3120問クリーン推進課 ☎7167－1139

～春を呼ぶ球根の寄せ植え～ 　今年の全日本吹奏楽コンクール
で金賞を受賞した市立柏高等学校
吹奏楽部。すばらしい演奏を楽しん
でみてはいかが。

別表のとおり
市民文化会館大ホール
アフリカの儀式と歌・宗教的典礼、自由、ソーランフ
ァンク、川の流れのように、津軽じょんがら節、雪の
降る町を、柏ロマンⅡ、冬のソナタなど
指定席800円、自由席500円
12月4日㈯午前10時から、浅野書店（スカイプラザ3
階・☎7164－2040）・伊藤楽器柏営業所（☎7147－
0222）・柏髙島屋友の会（☎7144－1111）・そごう柏
店2階商品券サロン（☎7163－2111）・市立柏高等学
校新館ホール入り口へ直接

12月23日㈭ 午後4時半～6時半

12月25日㈯
午前11時～午後1時

12月26日㈰ 午前11時～午後1時

午後4時半～6時半

と　き 時　間

と き
と こ ろ
曲 目

入 場 料
チケット
の 販 売

ごみ不思議展 市立柏高等学校
吹奏楽部

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
は
家
族
や
社
会
み
ん
な
の
願

い
で
す
。
ま
た
、
核
家
族
化
や

父
母
の
共
働
き
な
ど
に
よ
り
、

社
会
や
地
域
の
協
力
な
し
で
は

子
育
て
も
難
し
く
な
っ
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。

　

保
育
園
は
、
い
ろ
い
ろ
な
理

由
に
よ
り
家
庭
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
保
育
で
き
な
い
お
子
さ
ん
を

保
育
す
る
児
童
福
祉
施
設
で

す
。
来
年
４
月
か
ら
保
育
園
に

入
園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の

申
し
込
み
を
、12
月
１
日
（
水
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
現
在
、

市
内
に
は
公
立
二
十
一
園
と
私

立
四
園
が
あ
り
、
来
年
４
月
以

降
は
、
合
併
に
よ
り
沼
南
町
の

保
育
園
も
利
用
で
き
る
予
定
で

す
（
別
表
１
「
保
育
園
一
覧
」

参
照
）。

　

入
園
で
き
る
の
は
、
保
護
者

が
①
昼
間
自
宅
以
外
で
仕
事
を

し
て
い
る
（
会
社
員
な
ど
）
②

昼
間
自
宅
内
で
仕
事
を
し
て
い

る
（
自
営
業
な
ど
）
③
出
産
、

産
み
月
を
は
さ
ん
で
前
後
二
カ

月
以
内
④
病
気
ま
た
は
心
身
に

障
害
の
あ
る
同
居
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
、
な
ど
の
場
合

で
す
。

　

た
だ
し
、
保
護
者
以
外
の
か

た
が
保
育
で
き
る
場
合
や
、
お

子
さ
ん
が
集
団
保
育
に
不
適
当

と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
、

入
園
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
請
書
の
配
布　

11
月
15
日

（
月
）
か
ら
保
育
課
（
市
役
所

第
一
庁
舎
二
階
）
か
別
表
１
の

各
保
育
園
で

　

申
し
込
み
の
受
け
付
け　

沼

南
町
の
各
保
育
園
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、
受
け
付
け
は
柏
市

保
育
課
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
▽
市
内
各
保
育

園
（
予
約
制
）
＝
11
月
26
日 

（
金
）
ま
で
に
、
入
園
を
希
望

す
る
保
育
園
へ
行
っ
て
申
込
日

を
予
約
し
、
指
定
さ
れ
た
日
に

直
接
▽
保
育
課
＝
12
月
１
日 

（
水
）
か
ら
直
接
※
い
ず
れ
も

申
込
時
に
面
接
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
持 

っ
て
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　

申
込
期
限　

▽
第
一
次
受
け

付
け
＝
来
年
１
月
31
日
（
月
）

▽
第
二
次
受
け
付
け
＝
来
年
２

月
15
日
（
火
）
※
第
一
次
受
け

付
け
締
め
切
り
日
ま
で
に
、
就

労
が
決
定
し
て
い
な
い
場
合
や

就
労
の
確
認
が
と
れ
な
い
場
合

は
第
二
次
受
け
付
け
と
な
り
ま

す
　

入
園
の
決
定
通
知　

訪
問
調

査
・
書
類
審
査
の
後
、
来
年
３

月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

問
保
育
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
３
７ 区分 保育園名 所在地 電話番号 保育年齢

公
立
桜台保育園 桜台 9―6 7167― 5924 生後 57 日～ 5歳
若葉保育園 若葉町 4―36 7167― 7655 生後 57 日～ 5歳
あけぼの保育園 あけぼの 3丁目 4―18 7143― 7654 1 歳～ 5歳
富勢保育園 布施 833―2 7131― 0012 生後 57 日～ 5歳
東中新宿保育園 東中新宿 4丁目 5―24 7173― 9087 生後 57 日～ 5歳
豊四季保育園 豊四季台 2丁目 1―120 7145― 3414 3 歳～ 5歳
増尾保育園 増尾 6丁目 6―1 7172― 1347 1 歳～ 5歳
豊住保育園 豊住 3丁目 1―43 7174― 7197 生後 57 日～ 5歳
土南部保育園 逆井 1305―2 7173― 7811 生後 57 日～ 5歳
豊四季乳児保育園 かやの町 2―26 7144― 7506 生後 57 日～ 2歳
西原保育園 西原 1丁目 4―20 7154― 7964 生後 57 日～ 5歳
豊町保育園 豊四季 698―28 7174― 8484 生後 57 日～ 5歳
富士見保育園 豊四季 126―2 7145― 1721 生後 57 日～ 5歳
酒井根保育園 酒井根 4丁目 10―33 7173― 1647 生後 57 日～ 5歳
名戸ケ谷保育園 名戸ケ谷 683―1 7164― 8783 生後 57 日～ 5歳
田中保育園 正連寺 100 7133― 3731 1 歳～ 5歳
旭町保育園 旭町 5丁目 3―25 7143― 8240 生後 57 日～ 5歳
東町保育園 東 2丁目 1―27 7164― 5967 生後 57 日～ 5歳
高野台保育園 根戸 416―67 7133― 6460 生後 57 日～ 5歳
しこだ保育園 篠籠田 1275―5 7143― 8882 生後 57 日～ 5歳
松葉保育園 松葉町 4丁目 11 7132― 3200 生後 57 日～ 5歳
※高柳保育園 沼南町高柳 1503―9 7191― 1344 生後６カ月～ 5歳

※高柳西保育園 沼南町しいの木台 5丁目
31―2

047― 383―
0711 生後 6カ月～ 5歳

私
立
ひかり隣保館保育
園 十余二 175―42 7134― 0115 生後 57 日～ 5歳

おお田保育園 大青田 1509―2 7131― 2795 生後 57 日～ 5歳
花の井保育園 大室 1285―12 7135― 7010 生後 57 日～ 5歳
柏保育園 豊四季 509―79 7171― 6700 生後 57 日～ 5歳
※あいみ保育園 沼南町大津ケ丘3丁目3― 2 7191― 8161 生後 100 日～ 5歳

注1＝保育年齢は、毎年4月1日現在の満年齢です
注2＝※印の保育園は、平成17年 3月 28日の沼南町との合併に伴い、柏市の保育園

になることを予定しています（正式には柏市の条例を改正し柏市議会の議決を経
てからになります）

区分 団 地 名 所在地 棟・間取り 戸数 家　賃 備考
一般
住宅 根戸団地 根戸467 6号棟・3Ｋ 2戸 8,700～19,100円

 2人
以上
で入
居の
こと

宿連寺団
地

宿連寺
235―2

9号棟・3Ｄ
Ｋ 2戸 11,900～26,100円

逆井団地 新逆井2
丁目7

16号棟・3
ＤＫ 1戸 18,900～41,500円

市営北柏 根戸411
―11 Ｂ棟・3ＤＫ 1戸 34,500～75,700円

向原団地 向原町3
―30 3Ｋ 1戸 13,100～25,200円

改良
住宅

高野台改
良住宅団
地

根戸467
1号棟・2Ｋ 1戸 4,400円 単身

者可3号棟・2Ｋ 1戸 5,200円

■表 1　保育園一覧

■表 2　入居者募集市営住宅一覧  ※家賃は所得に応じ決定

申し込みは直接窓口へ
市営住宅の入居者募集

入
園
受
け
付
け
を
開
始

　
　

市
内
と
沼
南
町
の
保
育
園
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区　　　分 合計
代表的な職種

一般行政職 技能労務職

平成
14年度

職員数（A） 2,468人 1,012人 461人

普通昇給期間（12～24カ月）を
短縮して昇給した職員数（Ｂ）

76人 21人 25人

比率（B／A） 3.1％ 2.2％ 5.4％

平成
15年度

職員数（A） 2,436人 1,004人 435人

普通昇給期間（12～24カ月）を
短縮して昇給した職員数（Ｂ） 65人 22人 27人

比率（B／A） 2.7％ 2.2％ 6.2％

平成16年   6月期 2.10カ月分
平成16年 12月期 2.30カ月分
　　　計　　　        4.40カ月分

　柏市職員の給与などの実態を公表します。これらは、市議
会の議決を経た条例とそれに基づく規則で定められています。

問人事課 ☎7167－1113

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級

標準的な職務 主事補 主　事 主　任 副主幹 主  幹 課　長 部　長主　査 次　長

 区　　　分
柏　　　　　　市 国

決定初任給
採用2年経過時
給 料 月 額   

採用2年経過時
給 料 月 額   決定初任給

（注）　１  標準的な職務とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です
２  職員数は柏市一般職職員給与条例に基づく給料表の級区分によります。
また、職員数は行政職給料表（一）適用の職員で、税務・消防・保育士
・看護職員などを除いたものです

（注）　経験年数とは、①学校卒業後直ちに柏市に採用され、引き続き勤務している
場合は採用後の年数をいいます②採用前に民間企業での勤務歴などがある場
合は、その期間を経験年数に換算し、採用後の年数に加算した年数をいいま
す

（注）　職員数（Ａ）は、各年度の4月1日現在の職員数（企業職職員を除く）に各年
度の採用職員を加えた人数です

▶昇給期間短縮の状況

▶特別職の報酬等の状況（平成16年4月1日現在）

▶一般行政職の級別職員数の状況（平成16年4月1日現在）

▶職員の初任給の状況（平成16年4月1日現在）

▶職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況（平成16年4月1日現在）

▶職員の平均給料月額・平均給与月額と平均年齢の状況（平成16年4月1日現在）

▶職員給与費の状況（一般会計当初予算）

（注）１　一般行政職とは、事務・技師職などの職員をいい、技能労務職とは守衛・
自動車運転手・作業員・給食調理員などの職員をいいます

２　給与月額とは、給料と職員手当（期末・勤勉手当、退職手当、児童手当を
除いたすべての手当）の合計額をいいます

（注）１　職員手当には、退職手当を含みません
２　再任用短時間勤務職員を含みません    

▶人件費の状況（普通会計決算見込み）
住 民 基 本
台 帳 人 口
（H16.3.31現在）

歳　出　額 
（Ａ）

実 質 収 支
人　件　費 
（Ｂ）

人 件 費 率  
（Ｂ／Ａ）

平成14年度の 
人 件 費 率

年   度

平成15年度
千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円
328,492 87,105,630 2,994,981 20,765,672 23.8％  25.4％

人

人

（注）１  人件費とは、一般職職員の給与（給料＋手当）・退職手当・共済組合負担
金、特別職の給料・報酬などをいいます

２  実質収支＝歳入総額－(歳出総額＋翌年度へ繰り越すべき財源）

年   度
職　員　数 
（Ａ）

 給　　　　　与　　　　　費
給　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

 1人当たりの
 給与費（Ｂ／Ａ）

平成16年度  2,235 9,623,451 2,913,312 4,180,042 16,716,805 7,480

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職  

平均給料月額 平均給料月額平均給与月額 平均給与月額平均年齢 平均年齢

375,585円 492,337円 44歳9カ月 320,437円 399,477円 49歳8カ月

 一般行政職
大学卒

高校卒

178,400円 192,400円
Ⅰ種  179,800円

Ⅱ種  170,700円

198,600円

184,400円
144,300円 155,300円 138,800円 148,500円

区     　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一 般 行 政 職
大 学 卒

高 校 卒

高 校 卒技能労務職 250,700円 247,833円 283,658円

276,500円 326,608円 378,770円

223,680円 276,360円 322,100円

職　員　数  10人   63人 136人 154人 364人 131人  64人  40人  16人 978人

構　成　比 1.0％  6.4％ 13.9％ 15.8％ 37.2％ 13.4％  6.6％ 4.1％ 1.6％ 100％

参   

考

1年前の構成比   
(H15．4．1 )

5年前の構成比  
(H11．4．1 )

2.2％ 7.8％ 13.6％ 15.2％ 36.1％ 13.6％  5.9％ 3.9％ 1.7％ 100％

3.1％ 15.8％ 13.8％ 23.2％ 27.9％ 7.5％ 5.1％ 2.4％ 1.2％ 100％

計

区　 　分

市            長

助            役
収    入     役

常勤監査委員 654,000円

955,000円

785,000円
716,000円

報酬等月額
 (平成16年1月1日適用)

報酬等月額
(平成16年1月1日適用)

議     長

副 議 長
議     員

663,000円

593,000円
573,000円

期末手当

な
ど柏市職員の給与

公表します

区　分

職      員      数　　
 区　　      分　　　　　　（　）内は対前年増減数

一般
行
政
部
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

議      会
総      務
税      務
民      生
衛      生
労      働
農林水産
商      工
土      木

一般
行
政
部
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

（２）平成16年の職員の増減状況

  部        門　  増員数   減員数  差し引き

※主な増減理由
総　務＝沼南町との合併への取り組み（増）、基本計

画の見直し（増）、防犯体制の強化（増）、都
市振興公社の経営の見直し（減）

税　務＝課税部門での臨時職員の活用（減）
民　生＝支援費制度への対応（増）、児童手当給付

の拡大（増）、生活保護世帯の増加（増）、
福祉公社清算事務の終了（減）、障害福祉
施設担当業務の見直し（減）、福祉バス運
転業務の委託（減）

衛　生＝ＰＦＩ事業及び保健所政令市の検討（増）、清
掃工場建設業務の進ちょく（減）、ごみ・し尿
収集及びごみ処理体制の再編（減）、施設
管理業務の委託（減）

農林水産＝農業公園経営の見直し（減）
商　工＝新産業の支援（増）
土　木＝リフレッシュ公園整備（増）、建築物への行

政指導の強化（増）、道路建設関係業務量
の減少（減）

教　育＝教育機関管理の適正化（増）、移動図書館
の廃止（減）、給食調理業務の委託（減）

水　道＝課の統廃合による職員減（減）
下水道＝下水道建設事業の減（減）
その他＝国民健康保険料滞納整理の強化（増）、区

画整理事業の進ちょく（減）

（人）（人）

教      育
消      防
病      院
水      道
下 水 道
そ の 他

0
5
0
5
5
0
0
3
5

0
7
2
14
23
0
1
3 
12

0
－2
－2
－9
－18
0
－1
0
－7

3
0

21
0

－18
0

0
1
0
 2

0
5
4
2

0
－4
－4
0

14（　　0）
303（　－2）
117（　－2）
539（　－9）
280（ －18）
0（　   0）
19（　－1）
13（　   0）
225（　－7）

14（　　0）
305（　＋3）
119（　＋2）
548（   ＋4）
298（ －13）
0（　   0）
20（　　0）
13（　　0）
232（ －10）

14（　　0）
302（　＋4）
117（　＋2）
544（   ＋7）
311（ －11）
0（　   0）
20（　＋3）
13（　　0）
242（   ＋3）

1,510（ －39）1,563（   ＋8） 1,549（ －14）

議      会
総      務
税      務
民      生
衛      生
労      働
農林水産
商      工
土      木

教　　育
消　　防

373（ －18）
361（　  0）

406（ －15）
361（　  0）

小      計  734（ －18） 767（ －15）

391（ －15）
361（　  0）
752（ －15）

 普 通 会 計  2,244（ －57）   2,330（   －7）
病     院
水     道
下 水 道
そ の 他

2（　　0）
87（　－4）
52（　－4）
 78（　　0）

2（　　0）
90（      0）
59（　－1）
 77（   －1）

小     計 219（　－8） 228（   －2）

 合          計  2,463（ －65）2,558（   －9）

  2,301（ －29）

2（　　0）
91（   ＋1）
56（　－3）
 78（   ＋1）
227（   －1）

2,528（ －30）

扶養手当

住居手当

通勤手当

期末手当

勤勉手当

退職手当

調整手当

特殊勤務
手      当
平成15年度
決算見込み

時 間 外
勤務手当

配    偶    者 13,500円 13,500円

配 偶 者 以 外 の
扶 養 親 族

2人目まで　　　1人　6,000円 
(扶養親族でない配偶者がある場合は、1人目は
6,500円、 配偶者がない場合は、1人目は11,000円）
3人目から　　　1人　5,000円
16歳～22歳の子　  1人　5,000円加算

2人目まで　　　1人　6,000円 
(扶養親族でない配偶者がある場合は、1人目は
6,500円、 配偶者がない場合は、1人目は11,000円）
3人目から　　　1人　5,000円
16歳～22歳の子　  1人　5,000円加算

借 家 ・ 借 間
居  住  者

家賃13,600円以下　         　 3,600円
家賃13,600円を超える場合　　家賃に
応じて27,000円を限度に支給

家賃12,000円を超える場合　　家賃に
応じて27,000円を限度に支給

自 宅 居 住 者
所有する住宅に居住する者または世帯
主                                      9,000円
上記以外の者　　　　　  　　3,600円

新築・購入後の5年間は2,500円

電 車 ・ バ ス の
利       用       者

定期代(１カ月＝電車は6カ月定期券額の6
分の1、バスは3カ月定期券額の3分の
1)55,000円を限度とし月ごとに支給

定期代（1カ月）55,000円を限度とし
て、6カ月を超えない期間で低廉な定期
券の価格を一括支給

乗 用 車 等 の
利       用       者

使用距離に応じ4,400円～24,500円を
支給

使用距離に応じ2,000円～24,500円を
支給

計

       （支 給 期）
 平 成 16年   6月
 平 成 16年 12月

（期末手当）　　（勤勉手当）
1.4カ月分  0.7カ月分
1.6    〃 0.7   〃       

（期末手当）　   （勤勉手当）
1.4カ月分 0.7カ月分
1.6     〃   0.7  〃       

3.0   〃 　　　　1.4   〃 3.0    〃 　　　  1.4   〃

職制上の段階・職務の
級等による加算措置 有 有

（勤続年数）
勤     続     20   年
勤     続     25   年
勤     続     35   年
最  高  限  度  額

（自己都合）　　（勧奨・定年）
21.0　カ月分　   28.0875 カ月分
33.75   〃          43.335　 〃     
47.5 　 〃          60.99　　〃     
60.0　  〃          60.99　   〃

（自己都合）　　（勧奨・定年）
21.0　カ月分　   28.0875 カ月分
33.75   〃          43.335　 〃     
47.5 　 〃          60.99　　〃     
60.0　  〃          60.99　   〃

1人当たり平均支給額 4,006千円　　　25,543千円 ──　　　　　     ──

そ の 他 の
加 算 措 置

定年前早期退職特例措置
　  （2～30％の加算）

定年前早期退職特例措置
　  （2～20％の加算）

退職時特別昇給 勧奨・定年退職者1号給 無し（H16.5.1から廃止）

柏　市 （全　域）支  給  対  象  地  域

10％支    　　　　 　　給　　　　　　　率

2,225人支 　 給 　 対 　 象 　 職 　 員 　 数

3％国 の 制 度 （ 支 給 率 ）

441,096円支給対象職員1人当たり平均支給年額
(平成15年度決算見込み)

57.6％職員全体に占める手当支給職員の割合

56,573円支給対象職員1人当たり平均支給年額

17種類手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）

代 表 的な
手当の名称

平成 1 4 年 度
(  決       算  )

平 成 1 5 年 度
(決 算 見 込 み)

労務手当・夜間特殊業務手当・休日勤務職場手当・
救急手当・教員特殊業務手当支給額の多い手当

労務手当・休日勤務職場手当・夜間特殊業務手当・
危険作業手当・救急手当

多くの職員に支給
されている手当
支       給       総       額 471,885千円

職員1人当たり支給年額

245千円

支　　 給　　 総　　 額  477,880千円

職員1人当たり支給年額

255千円
（注）　退職手当の「1人当たり平均支給額」は、平成15年度に退職した全職員に支給された同手当の平均

額です

（注）　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の
身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時
または非常勤職員を除いたものです

▶定員の状況
（1）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

▶職員手当の状況（平成16年4月1日現在）

平成16年平成14年 平成15年部　　　門

区　　　　　分 柏　　　　　市 国

小      計



平成16年（2004年）11月15日 平成16年（2004年）11月15日⑤ 第1229号 第1229号 ④

　

柏
市
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
五
十
年
。
４
月

か
ら
毎
月
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
五
十
周
年
特

集
を
お
送
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
は
総
集
編

と
し
て
柏
市
の
歩
み
と
そ
の
記
録
写
真
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
懐
か
し
む
と

と
も
に
こ
れ
か
ら
の
市
の
発
展
の
鍵
を
見
つ
け
て

い
く
た
め
に
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

初代　鈴木　悦三　昭和29年～昭和33年
　旧柏町長から四町村合併により初代市長に47歳で就任。オートバイで
街中を駆け巡ったとのエピソードがある。市制施行直後の柏の大火の復
興に力を尽くした。市長選当選直後の昭和33年10月に急逝、享年50。市
役所第1庁舎玄関横に胸像がある。

2代　濱嶋　千代丸　昭和33年～昭和41年
　市議会議員から昭和33年11月当選、49歳で就任。在任中の国勢調査（昭
和35年）で人口増加率が全国第6位となり、豊四季台団地の入居などで
10万人都市となる。宅地造成事業や工業団地計画など首都圏衛星都市の
基盤づくりに努めた。41年9月議会で引退表明後に急逝、享年57。

3代　山澤　諒太郎　昭和41年～昭和53年
　市議会議員から昭和41年11月当選、67歳で就任。柏駅前の広場や街路
の拡張をはじめ都市改造に取り組んだ。柏商業が大きく伸びる要因とな
った東口ダブルデッキを完成、大型店舗進出を呼んだ。常磐線複々線化
や快速電車の停車に関し国鉄総裁との交渉を行った。ダブルデッキ下1
階に胸像がある。昭和62年2月逝去、享年87。

4代　鈴木　眞　昭和53年～平成5年
　柏市消防長から昭和53年11月当選、58歳で就任。新旧住民の連帯感を
作るため「ふるさと運動」を展開。各地区に近隣センターとふるさと協
議会を設置した。就任直後に米軍柏通信所跡地が返還され、北部地域開
発を推進した。公設卸売市場の運営にも力を注ぎ、全国公設地方卸売市
場協議会の会長に就任した。任期中の平成5年10月に逝去、享年73。

5代　本多　晃　平成5年～
　柏市助役から平成5年11月当選、46歳で就任。

歴代市長の横顔
①市制施行時の駅前通り（昭和29年）

②柏駅前の大火（昭和30年）

③柏駅西口開設（昭和31年）

⑤豊四季台団地入居（昭和39年）

⑧柏駅東口再
開発事業完成
（昭和48年）

⑭柏レイソル Jリーグ昇格（平成6年）

④光ケ丘団地入居（昭和32年）
⑦快速電車柏駅停車（昭和47年）

⑨第1回柏まつ
り（昭和53年）

⑪常磐自動車道開通（昭和60年）⑬柏の葉公園オープン（平成5年）
⑥十余二工業団地完成（昭和46年）

⑩旧米軍柏通信所全面返還（昭和54年）

⑫市立柏高、春の甲子園（平成元年）

そごう・スカイ
プラザ連絡通路

　昭和29年11月、
市民からの公募に
より制定。ひらが
なの「か」「し」「わ」
の3文字を組み合わ
せた図案です。

■別掲1　柏市章

カシワ
みんなで広める花
シバザクラ

みんなで守る花
カタクリ オナガ

　

　

　広報紙のタイトル題字は、第1号
が「東葛市報」、第2号から第33号ま
では「柏市広報」、第34号（昭和34年）
からは「広報かしわ」となりました。
　現在のデザインは、第500号（昭
和56年）から23年余り続いている長
寿デザインです。

昭和30年（第3号）

昭和30年（第4号）～ 32年（第19号）

昭和32年（第20号）～ 33年（第33号）

昭和34年（第34号）～ 41年（第118号）

昭和42年（第139号）～ 44年（第183号）

昭和47年（第261号）～ 56年（第499号）

市制施行当時の柏市役所

　
当時の市役所は、柏2丁目、旧水戸街道沿い（現
在スーパーの駐車場）にありました。電話番号
は柏6・43・239・569の４本。写真の木の1本は、
現在も歩道にあり大木となっています。（写真
は、昭和34年増改築後）

柏まつりテレ
ホンカード

⑮県立柏陵高、甲子園連続出場（平成11年）

特
集　

柏
の
50
年
総
集
編
〜
柏
の
歩
み

半
世
紀
の
道
を
超
え
明
日
を
め
ざ
し
て

■別掲2　市の木、花、鳥

　
11月21日から3日間祝賀祭が行われ、柏
駅前では、日本舞踊やバレエなど芸能発表
会が開催された。

　
12月25日午前3時10分柏駅前の中心部で

出火、羅災33世帯、181人の被害を出した。
以後防火建築化が進む。

　
常磐線西側市民が署名運動で開設を要

望。設置期成同盟会も結成された。

　
日本住宅公団千葉県内初の大型団地は、

14倍の競争率で抽選となった。柏のベッド
タウン化が始まった。

　
入居開始で市の人口は、市制施行時の

2.3倍となり、県下で第5位となった。

　
快速電車の停車は通勤者の利便と商圏確

保が期待された。停車は、これまでの133
往復に快速79往復が加わった。

　
面積65ha の団地に16社が進出した。現

在は13社が操業中。

　
米軍が通信所188ha（昭和30年開設）を

国に返還。跡地は、国の利用地・地元の利
用地・保有地に3分割された。

　
科学万博つくば'85に合わせて都心と直

結。現在、柏インターチェンジを一日平均
36,700台が出入りする。

　
日本初の歩車分離のダブルデッキと大型

店舗ビルは、柏の象徴となった。

　
初出場の市立柏高は1回戦で大阪・上宮

高と対戦、惜敗した。

　
昭和62年に千葉県が面積45ha の公園建

設に着工。同地区に十余二小や県民プラザ、
総合競技場もオープンした。

　
これまでの柏お

どり中心から花自
動車パレードやス
テージでの音楽演
奏が加わった。

　
ＪＦＬで2位となった柏レイソルは1位の

セレッソ大阪とともにＪリーグへ。

　
春の甲子園では1回戦で延長の末に惜敗

した柏陵高、夏にはベスト8に進出する活
躍だった。

　　　　広報紙
タイトルの移り変わり

番外
編

柏
市
の
歩
み
（
○
数
字
は
写
真
と
対
応
）

社
会
の
動
き
（
□
は
年
）

（年）

東
葛
市
誕
生
、
鈴
木
悦
三
氏
が
初
代
市
長
就

任
、
東
葛
市
を
柏
市
と
改
称
、
市
制
施
行
祝

賀
式
を
開
催
①
、
市
章
を
制
定
（
別
掲
1
）

昭
和
30
年
度
一
般
会
計
予
算
額
一
億
四
千
五

百
十
八
万
円
、
市
営
上
水
道
事
業
開
始
、
柏

駅
前
で
大
火
②

柏
駅
西
口
開
設
③ 

光
ケ
丘
団
地
の
入
居
開
始
④

有
線
放
送
電
話
開
通
、
濱
嶋
千
代
丸
氏
が
第

二
代
市
長
就
任

公
共
下
水
道
事
業
着
手

第
一
回
市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
開
催

豊
四
季
台
団
地
入
居
開
始
⑤
、
人
口
十
万
人

に
達
す

常
磐
線
で
柏
駅
始
発
電
車
の
運
行
を
開
始

山
澤
諒
太
郎
氏
が
第
三
代
市
長
就
任

市
街
地
で
住
居
表
示
を
開
始

宅
地
造
成
等
規
制
法
区
域
を
指
定
し
、
ガ
ケ

崩
れ
な
ど
を
防
止

国
道
16
号
（
野
田
―
千
葉
間
）
全
線
開
通
、

市
の
木
に
カ
シ
ワ
を
選
定
（
別
掲
2
）

十
余
二
工
業
団
地
が
完
成
⑥

常
磐
線
快
速
電
車
柏
駅
停
車
⑦

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ト
ー
ラ
ン
ス
市
と

姉
妹
都
市
提
携
、
柏
駅
東
口
市
街
地
再
開
発

事
業
完
成
⑧

市
民
憲
章
制
定
、
第
一
回
柏
商
業
ま
つ
り

人
口
二
十
万
人
に
達
す

旧
米
軍
柏
通
信
所
（
現
柏
の
葉
）
が
一
部
返

還第
一
回
柏
ま
つ
り
（
柏
商
業
ま
つ
り
か
ら
改

称
）
⑨
、
全
国
初
の
立
体
式
自
転
車
駐
車
場

が
柏
駅
東
口
に
開
設
、
鈴
木
眞
氏
が
第
四
代

市
長
就
任

旧
米
軍
柏
通
信
所
全
面
返
還
⑩

新
大
利
根
橋
有
料
道
路
開
通
、
常
磐
線
中
距

離
電
車
が
柏
駅
に
全
面
停
車

常
磐
自
動
車
道
（
柏
―
谷
田
部
間
）
開
通

市
役
所
第
二
庁
舎
が
完
成

東
武
野
田
線
に
新
柏
駅
開
設
、
中
国
河
北
省

承
徳
市
と
友
好
都
市
締
結

国
鉄
柏
駅
改
札
内
コ
ン
コ
ー
ス
拡
張

常
磐
自
動
車
道
（
柏
―
三
郷
間
）
と
首
都
高

速
6
号
線
同
時
開
通
⑪
、
平
和
都
市
宣
言

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
柏
病
院
開
院
、十

余
二
小
学
校
開
校（
小
学
校
三
十
三
校
に
）
、

第
一
回
手
賀
沼
花
火
大
会
開
催
、
柏
駅
南
北

自
由
通
路
橋
完
成

市
立
柏
高
等
学
校
が
春
の
選
抜
高
校
野
球
大

会
に
初
出
場
⑫
、
人
口
三
十
万
人
に
達
す

豊
四
季
中
学
校
開
校
（
中
学
校
十
六
校
に
）

米
国
准
州
・
グ
ア
ム
と
友
好
都
市
締
結

東
武
柏
駅
南
口
開
設
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

東
病
院
開
院

市
立
柏
病
院
が
開
院
、
県
立
柏
の
葉
公
園
セ

ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
⑬
、
本
多
晃
氏
が
第
五
代

市
長
就
任

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
が
全
面
開
園
、
柏
レ

イ
ソ
ル
の
Ｊ
リ
ー
グ
昇
格
決
定
⑭
、
福
島
県

只
見
町
、
青
森
県
柏
村
と
ふ
る
さ
と
交
流
都

市
提
携
、
市
の
花
と
鳥
を
選
定
（
別
掲
2
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
で
芦
屋
市
に
延
べ

百
十
六
人
の
職
員
を
派
遣
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
分
別
収
集
を
開
始
、
第
一
回
手
賀
沼

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

砂
川
美
術
工
芸
館
を
市
で
運
営
、
さ
わ
や
か

ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
開
館

柏
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
、
柏
駅
西
口
の

歩
道
橋
を
架
け
替
え

柏
パ
ー
ト
バ
ン
ク
開
設
、
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
開
設
、
J
R
柏
駅
快
速
ホ
ー
ム
拡
幅
、
第

一
回
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
開
催

柏
陵
高
校
が
甲
子
園
に
春
夏
連
続
出
場
⑮
、

「
潤
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
自
治

大
臣
表
彰
、
県
立
柏
の
葉
公
園
総
合
競
技
場

オ
ー
プ
ン
、
J
R
柏
駅
南
口
開
設
、
柏
ふ
る

さ
と
大
橋
開
通
、
柏
レ
イ
ソ
ル
が
ナ
ビ
ス
コ

杯
初
優
勝

東
京
大
学
物
性
研
究
所
と
宇
宙
線
研
究
所
が

柏
の
葉
に
移
転
、
二
十
六
年
の
歳
月
を
か
け

北
千
葉
導
水
路
が
完
成

柏
市
役
所
本
庁
舎
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
、
第
四

次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
、
か
し
わ
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

柏
駅
東
口
サ
ン
サ
ン
広
場
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

完
成
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
開
始
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

沼
南
町
と
法
定
合
併
協
議
会
設
置
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
新
駅
の
名
称
「
柏
た
な
か
」

「
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
決
定
、
流
通
経

済
大
学
付
属
柏
高
等
学
校
が
全
国
高
校
ラ
グ

ビ
ー
大
会
千
葉
県
大
会
で
九
連
覇

Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
が
全
日
本
総
合

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
皇
后

杯
）
で
優
勝
（
四
年
連
続
十
三
回
目
）
・
Ｗ

リ
ー
グ
で
優
勝
（
四
年
連
続
十
回
目
）
、
東

大
柏
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
開
設
、
沼
南
町
と

の
合
併
を
県
知
事
が
決
定
、
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
酒
井
根
中
学
校
が
銅
賞
・
柏

中
学
校
が
銀
賞
・
市
立
柏
高
等
学
校
が
金
賞

29
昭和平成

3031323345563 58 394657 4849 415053545510 60627 元4589 6111216 15 14 13

29
第
一
回
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
、
洞
爺
丸
遭

難
事
件
、
マ
リ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー
来
日

30
日
本
民
主
党
・
自
由
党
の
保
守
合
同

（
55
年
体
制
）

31
日
ソ
国
交
回
復
、
「
も
は
や
戦
後
で
は

な
い
」

32
初
の
人
工
衛
星
ソ
連
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク

1
号
打
ち
上
げ

33
東
京
タ
ワ
ー
完
成
、
一
万
円
札
発
行
、

フ
ラ
フ
ー
プ

34
伊
勢
湾
台
風

35
所
得
倍
増
計
画
、
日
米
安
保
条
約
が
調

印
、
だ
っ
こ
ち
ゃ
ん

36
「
地
球
は
青
か
っ
た
」
ソ
連
の
ガ
ガ
ー

リ
ン
少
佐
が
初
の
宇
宙
飛
行

37
堀
江
健
一
氏
が
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
横
断

38
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
ダ
ラ
ス
で
暗
殺

39
東
海
道
新
幹
線
開
業
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催

40
米
軍
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
開
始
、
国
産
旅

客
機
Y
S
11
就
航

41
中
国
文
化
大
革
命

42
日
本
の
人
口
一
億
人
突
破

43
三
億
円
強
奪
事
件
、
プ
ラ
ハ
の
春

44
国
民
総
生
産
世
界
第
二
位
、
ア
ポ
ロ
11

号
月
面
着
陸

45
大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会
開
催
、
日
航

よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

46
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
円
が
変
動
相
場
制
に

47
沖
縄
返
還
、
日
中
国
交
正
常
化

48
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
買
占
め
、
読
売
巨
人
軍
九
連
覇

49
モ
ナ
リ
ザ
日
本
初
公
開
、
ウ
オ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ト
事
件

50
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

51
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

52
王
選
手
が
本
塁
打
七
百
五
十
六
号
で
世

界
記
録
更
新

53
成
田
空
港
開
港
、
福
岡
で
大
渇
水

54
国
公
立
大
共
通
一
次
学
力
試
験
開
始
、

ソ
連
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

55
山
口
百
恵
引
退

56
中
国
残
留
孤
児
初
来
日

57
日
航
機
が
逆
噴
射
で
羽
田
沖
に
墜
落

58
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
業

59
グ
リ
コ
・
森
永
事
件

60
科
学
万
博
つ
く
ば
85
、
豊
田
商
事
事
件

61
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
、
ダ
イ
ア

ナ
妃
来
日

62
国
鉄
分
割
民
営
化
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ

ー
株
価
大
暴
落

63
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業
、
瀬
戸
大
橋
開
通

64
昭
和
天
皇
逝
去

元
消
費
税
導
入
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

2
ソ
連
宇
宙
船
ソ
ユ
ー
ズ
で
日
本
人
が
初

の
宇
宙
飛
行
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

開
始

3
湾
岸
戦
争
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

4
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士
毛
利
衛
氏
が

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
搭
乗
、
の
ぞ
み
号
登

場
で
東
京
・
新
大
阪
間
が
二
時
間
半
に

5
皇
太
子
・
雅
子
様
ご
成
婚
、
J
リ
ー
グ

開
幕
、
冷
夏
で
米
を
緊
急
輸
入

6
関
西
空
港
開
港
、
日
本
人
初
の
女
性
宇

宙
飛
行
士
向
井
千
秋
さ
ん
が
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
搭
乗
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
地
震
、
「
自
社
さ
」
連
合
政
権

7
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
、
野
茂
投
手
ト
ル
ネ
ー
ド
投
法
で
大

リ
ー
グ
新
人
王
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
95
発
売

8
住
専
処
理
に
国
費
六
千
八
百
五
十
億
円

投
入
、
O
1
5
7
集
団
食
中
毒
発
生
、
英

国
で
狂
牛
病
騒
動
、
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス

9
消
費
税
率
五
％
に
、
香
港
が
中
国
へ
返

還
、
ロ
シ
ア
の
タ
ン
カ
ー「
ナ
ホ
ト
カ
号
」

重
油
流
出

10
和
歌
山
毒
カ
レ
ー
事
件
、
北
朝
鮮
ミ
サ

イ
ル
三
陸
沖
へ
、
郵
便
番
号
が
七
桁
に
、

長
野
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

11
欧
州
通
貨
ユ
ー
ロ
導
入
、
茨
城
県
東
海

村
で
臨
界
事
故
、
初
の
脳
死
判
定
に
よ
る

臓
器
移
植
手
術

12
西
暦
二
千
年
問
題
、
三
宅
島
噴
火
で
島

民
が
避
難
、
有
珠
山
噴
火
、
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
高
橋
尚
子

選
手
が
金
メ
ダ
ル
、
二
千
円
札
発
行

13
え
ひ
め
丸
が
米
国
原
子
力
潜
水
艦
と
衝

突
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
、
国
内
初
の
狂

牛
病
発
生
、
大
阪
池
田
小
児
童
殺
傷
事
件

14
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
帰
国
、
サ
ッ
カ
ー

W
杯
日
韓
共
同
開
催
、
小
柴
昌
俊
・
田
中

耕
一
両
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

15
S
A
R
S
発
生
、
米
イ
ラ
ク
侵
攻
、
ヒ

ト
ゲ
ノ
ム
解
読
、
有
事
関
連
三
法
成
立
、

東
海
道
新
幹
線
品
川
駅
開
業
、
道
路
公
団

民
営
化
で
総
裁
が
解
任

16
イ
ラ
ク
へ
自
衛
隊
派
遣
、
ロ
シ
ア
北
オ

セ
チ
ア
共
和
国
で
学
校
占
拠
事
件
、
イ
チ

ロ
ー
選
手
二
百
六
十
二
安
打
の
大
リ
ー
グ

記
録
樹
立
、
新
潟
中
越
地
震
発
生
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混
声
合
唱
団
フ
ォ
ン
テ
定
期
演

奏
会　

12
／
12
の
14
時
〜
17
時
、

市
民
文
化
会
館
。
八
百
円
。
石
川

☎
７
１
３
１
│
４
３
９
７

　

大
人
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
教
室
発

表
会　

11
／
27
の
13
時
〜
16
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
一
人
一
人
違
う
曲

を
演
奏
。
無
料
。
茂
木
☎
７
１
４

７
│
７
５
０
８

　

秋
の
紅
茶
を
楽
し
む
会　

11
／

29
の
14
時
〜
16
時
、中
公
。
千
円
。

米
久
保
☎
７
１
４
６
│
７
２
８
９

　

墨
書
と
コ
ト
バ
の
モ
ザ
イ
ク
展

12
／
６
〜
12
の
９
時
〜
17
時
（
６

日
12
時
か
ら
、
12
日
15
時
ま
で
）、

中
公
。
身
障
者
作
品
展
。
無
料
。

小
野
☎
７
１
６
７
│
１
６
６
９

　

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
リ
オ
」

発
表
会　

11
／
28
の
13
時
15
分
〜

14
時
45
分
、
中
公
。
無
料
。
天
羽

生
（
あ
ま
は
ぶ
）
☎
７
１
４
４
│

５
３
９
７

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ａ
」
上

映
会
〜
今
、
生
命
が
大
切
に
さ
れ

て
い
ま
す
か　

11
／
23
の
13
時
半

〜
16
時
半
、
県
プ
ラ
。
千
円
。
武

田
☎
７
１
３
２
│
４
１
５
５

　

書
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
創
作
展

11
／
30
〜
12
／
５
の
９
時
〜
17
時

（
５
日
は
16
時
ま
で
）、
中
公
。
高

齢
者
の
か
た
の
作
品
。
無
料
。
武

田
☎
７
１
７
２
│
８
９
５
５

　

駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
参
事

官
講
演
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
」

11
／
21
の
14
時
〜
16
時
半
、中
公
。

三
百
円
。
上
橋
☎
７
１
３
４
│
５

０
６
６

　

家
事
家
計
講
習
会　

11
／
16
消

費
生
活
セ
、
11
／
18
加
賀
ふ
る
さ

と
会
館
、
11
／
25
松
戸
友
の
家

（
逆
井
）、10
時
〜
12
時
。
四
百
円
。

小
倉
☎
７
１
７
５
│
２
０
５
９

　

ス
ト
レ
ス
講
演
会　

11
／
26
の

14
時
〜
15
時
半
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ガ

ー
デ
ン
柏
。
心
を
元
気
に
す
る
方

法
と
実
技
。
五
百
円
。
長
澤
☎
７

１
６
３
│
９
５
８
８

　

愛
動
協
・
ペ
ッ
ト
お
悩
み
相
談

会　

11
／
21
の
10
時
半
〜
15
時
、

県
プ
ラ
。
犬
の
し
つ
け
か
ら
小
動

物
の
飼
育
。
無
料
。
堀
井
☎
７
１

６
６
│
１
６
５
２

　

外
国
人
の
た
め
の
に
ほ
ん
の
お

ど
り　

月
四
回
㈪
17
時
半
、中
公
。

民
謡
と
新
舞
踊
。
㊊
千
円
。
英
・

韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
語
。
松
田
☎
７

１
７
３
│
４
２
３
４

　

着
付
け　

第
一
・
三
㈪
か
㈯
10

時
、
根
戸
近
セ
ほ
か
。
女
性
。
○入

三
千
円
、
㊊
三
千
円
。
飯
田
☎
７

１
３
５
│
８
０
８
１

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
「
ゴ
ー
ル

ド
・
フ
ラ
ワ
ー
」　

毎
㈬
・
㈮
10
時
、

柏
公
園
。
初
心
者
歓
迎
。
㊊
二
百

五
十
円
。
鈴
木
☎
７
１
６
６
│
５

９
４
１

　

タ
イ
ム
を
読
む
会　

月
二
回

㈯
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
英
字

誌
「T

IM
E

」
を
読
み
英
語
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
○年
千
円
。

大
石
☎
７
１
３
２
│
３
５
３
４

　

高
田
合
気
道
サ
ー
ク
ル　

毎
㈬

17
時
20
分
、
高
田
近
セ
。
○入
三

千
円
、㊊
三
千
円
。
体
験
入
学
可
。

嶋
田
☎
０
８
０
│
５
０
５
０
│
１

０
９
６

　

女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
は
て
な

〜
ず
」　

毎
㈯
11
時
、
松
葉
町
野

球
場
。
十
八
歳
以
上
の
女
性
。
㊊

千
円
。
谷
津
☎
７
１
３
４
│
３
２

８
６

　

社
交
ダ
ン
ス「
キ
キ
ョ
ウ
の
会
」

月
三
回
㈰
11
時
、中
公
。
○入
千
円
、

㊊
三
千
円
。
基
本
か
ら
。
中
川
☎

７
１
５
５
│
１
８
４
２

　

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
「
ス
タ
ジ
オ

Ｈ
・
Ｓ
・
Ｔ
」　

第
二
・
四
㈫
13
時
、

勤
労
会
館
ほ
か
。
㊊
三
千
円
。
日

高
☎
７
１
６
４
│
２
０
９
５

　

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
「
エ
バ
ー
グ

リ
ー
ン
」　

月
四
回
㈭
13
時
、
酒

井
根
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。
○入
五

百
円
、
㊊
五
百
円
。
池
田
☎
７
１

７
４
│
０
３
３
３

初
心
者
陶
芸
教
室

　

と
き　

11
月
29
日
（
月
）、

12
月
15
日
（
水
）・
21
日
（
火
）

午
前
９
時
半
〜
正
午（
計
三
回
）

　

と
こ
ろ　

新
富
近
隣
セ
ン
タ

ー
　

対
象　

市
内
在
住
の
か
た
、

二
十
四
人

　

内
容　

香
炉
の
作
陶
、香
炉
・

小
皿
の
絵
付
け
を
し
ま
す

　

費
用　

千
円
（
材
料
費
）

　

用
意
す
る
物　

上
履
き
・
エ

プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

　

申
し
込
み　

11
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
〜
９
時
半
に
、
新
富

近
隣
セ
ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え

て
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
　

問
新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
４
５
│
１
９
４
５

中
高
年
求
職
者
の
た
め

の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

と
き　

12
月
９
日
（
木
）・

10
日
（
金
）・
16
日
（
木
）・
17

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
（
計
四
回
）

　

と
こ
ろ　

勤
労
会
館

　

対
象　

市
内
在
住
の
就
業
を

目
指
し
て
い
る
四
十
五
歳
以
上

で
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
さ
わ

る
か
た
、
十
一
人

　

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
の
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の
基
本
操
作

　

費
用　

三
千
百
五
十
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
求
職
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
希
望
」
と
明
記
し
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
受

講
動
機
・
求
職
状
況
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
８
５
０
５　

柏
市
役
所
商

工
課
へ
、
11
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

問
商
工
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
４
１

洋
ら
ん
講
座

　

と
き　

12
月
10
日
、
来
年
１

月
７
日
、
３
月
18
日
の
各
金
曜

日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
（
計

三
回
）

　

と
こ
ろ　

あ
け
ぼ
の
山
農
業

公
園

　

対
象　

市
内
在
住
で
洋
ら
ん

栽
培
初
心
者
の
か
た
、
五
十
人

　

内
容　

洋
ら
ん
栽
培
（
カ
ト

レ
ア
・
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
・
コ
チ

ョ
ウ
ラ
ン
等
）
の
基
礎
知
識

　

費
用　

無
料
（
実
習
教
材
等

は
実
費
）

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
洋
ら
ん
講
座
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を

書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
８
２

５
布
施
二
〇
〇
五
│
二　

あ
け

ぼ
の
山
農
業
公
園
へ
、
11
月
22

日
（
月
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

問
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
☎

７
１
３
３
│
８
８
７
７

市
立
砂
川
美
術
工
芸
館

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
型

染
入
門
」

　

と
き　

12
月
16
日
（
木
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
４
時

　

と
こ
ろ　

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

　

定
員　

二
十
五
人

　

内
容　

体
験
教
室
を
通
し

て
、
芹
沢
銈
介
・
型
染
の
世
界

に
親
し
み
ま
す

　

費
用　

千
円
（
材
料
費
）

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
型
染
入
門
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏

二
六
〇　

砂
川
美
術
工
芸
館

へ
、
11
月
25
日
（
木
）
ま
で
に

郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

　

問
砂
川
美
術
工
芸
館
☎
７
１

６
４
│
６
４
１
３

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

　

と
き　

来
年
１
月
21
日
〜
３

月
11
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
１

時
半
〜
３
時
半
（
計
八
回
）
※

12
月
17
日
（
金
）
に
受
講
説
明

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
り

　

と
こ
ろ　

教
育
福
祉
会
館

　

対
象　

市
内
在
住
で
全
回
参

加
で
き
、
修
了
後
活
動
で
き
る

か
た
、
二
十
人
（
当
事
者
や
家

族
は
除
く
）

　

内
容　

精
神
障
害
者
に
対
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

12
月
10
日（
金
）

ま
で
に
、
教
育
福
祉
会
館
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

か
直
接

　

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
６
５
│
０
８
８
０

旅
行
文
化
講
演
会

　

と
き　

12
月
９
日
（
木
）
午

後
１
時
半
〜
３
時

　

と
こ
ろ　

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

　

定
員　

先
着
四
百
人
※
予
約

制
　

内
容　

お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー

森
田
正
光
氏
の
講
演
「
旅
の
お

と
も
に
〜
天
気
豆
知
識
〜
」

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
文

化
講
演
会
デ
ス
ク
へ
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
か
Ｊ
Ｔ
Ｂ
柏
支
店
（
柏

一
丁
目
）
へ
直
接

　

問
同
講
演
会
デ
ス
ク
☎
０
３

│
５
２
４
５
│
５
２
９
５
・
℻

０
３
│
５
２
４
５
│
５
３
１
８

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

楽
し
い
外
国
語
教
室

　

と
き　

①
韓
国
語
＝
毎
週
月

曜
日
コ
ー
ス
午
前
11
時
〜
午
後

０
時
20
分
、
毎
週
金
曜
日
コ
ー

ス
午
後
１
時
〜
２
時
20
分
②
ス

ペ
イ
ン
語
＝
毎
週
月
曜
日
午
後

０
時
半
〜
１
時
50
分
③
中
国
語

＝
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
20
分
④
英
語
＝
毎
週
土
曜
日

午
後
０
時
10
分
〜
１
時
半
※
11

月
22
日
（
月
）
か
ら
各
コ
ー
ス

順
次
開
始

　

と
こ
ろ　

柏
市
国
際
交
流
協

会
（
旭
町
一
丁
目
）

　

対
象　

初
心
者
、
各
コ
ー
ス

先
着
十
五
人

　

費
用　

一
万
五
千
円
（
十
五

回
分
）

　

申
し
込
み　

11
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
柏
市
国
際
交

流
協
会
へ
電
話
で

　

問
柏
市
国
際
交
流
協
会
☎
７

１
４
４
│
１
３
０
０

子
ど
も
講
座
「
正
月
飾

り
作
り
」

　

と
き　

12
月
４
日
（
土
）
午

前
９
時
半
〜
正
午

　

と
こ
ろ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
十
余
二
）

　

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者
、
先
着
三
十
人
（
四

年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
も

可
）

　

内
容　

わ
ら
で
縄
を
な
い
、

お
正
月
の
お
飾
り
を
作
り
ま
す

　

用
意
す
る
物　

は
さ
み
、
筆

記
用
具

　

費
用　

百
円
（
材
料
費
）

　

申
し
込
み　

11
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、青
少
年
課（
青

少
年
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
電
話
か

直
接

　

問
青
少
年
課
☎
７
１
３
１
│

５
８
９
６

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、 ＝入会金、 ＝月会費、 ＝年会費

催
し
・
講
習
会

会
員
募
集

平成16年（2004年）11月15日 第1229号 ⑥

国民健康保険料第 6期
介護保険料第 6期

☎7167－1129
☎7167－1134

納期限は11月30日㈫
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意を

問国民健康保険料は保険年金課介護保険料は介護保険課

催　し と　き ところ 対　象 申し込み内　容

11月27日㈯
午前10時半
～11時20分

12月5日㈰
午前9時半
～11時半

⑪新年のか
べかけ

永楽台児
童センタ
ー（永楽
台近隣セ
ン タ ー
内）

布施近隣
センター

南部近隣
センター

光ケ丘児
童センタ
ー

光ケ丘近
隣センタ
ー

豊四季台
児童セン
ター

小学生以上、先着
20人

小学生以上、先着
15人

小学生以上、先着
20人

11月30日㈫
午後3時～3
時50分

張り子のサンタ
クロースを作り
ます

色紙や布で、来
年の干支（えと）、
とりのかべかざり
をつくります

11月16日㈫午後2時
から、布施近隣セン
ター内遊戯室へ電
話か直接

②は11月16日㈫午
後2時から、③は11
月17日㈬午後2時か
ら、南部近隣センタ
ー内遊戯室へ電話
か直接

12月4日㈯・
5日㈰午後2
時～4時（計
2回）

③ペーパー
マッシュの
サンタクロ
ース作り

⑨おはなし
会

⑩おはなし
会

11月21日㈰
午前9時半
～正午

②ハリねず
みケーキ
を作ろう

お菓子材料でハ
リねずみ風のケ
ーキを作ります

当日、会場へ直接

当日、会場へ直接

当日、会場へ直接

当日、会場へ直接

12月3日㈮
午前10時半
～11時20分

幼児と保護者、先
着100人

④おはなし
会

幼児～小学生（幼
児は保 護 者 同
伴）、先着100人

人形劇「3びきの
くま」ほか

人形劇「3びきの
くま」ほか

12月4日㈯
午前9時半
～11時半

⑥木の実と
草のかべ
かけ

小学生以上（3年
生以下は保護者
同伴）、先着30人

自然の素材を使
ってかべかけを
つくります

12月4日㈯
午後2時～3
時半

⑦こどもクリ
スマス会

どなたでも（未就
学児は保護者同
伴）、先着50人

幼児～小学生（幼
児は保 護 者 同
伴）、先着60人

障害のある人もな
い人も一緒にゲー
ムなどで遊びます

11月26日㈮
午前10時半
～11時半

⑧親子体操
をしよう

親子でリズム体
操を楽しみます

11月16日㈫午前10
時から、豊四季台児
童センターへ電話か
直接

11月16日㈫午後2時
から、永楽台児童セ
ンターへ電話か直接

11月19日㈮
午前10時半
～11時半

①親と子の
おはなし
会

幼児と保護者、先
着20組

幼児と保護者、先
着25組

絵本や紙しば
い、ミニ工作など
の遊び

12月1日㈬
午後1時半
～3時半

⑤不登校を
考える親
の集い

不登校の子どもの
保護者、先着20
人

講演「中学生の
進路について」
や質疑など

11月17日㈬午後2時
から、永楽台児童セ
ンターへ電話か直接

①・④～⑦は永楽台児童センター ☎7163－4050、②・③は南部近隣センター内遊戯室 ☎
7173－1333（午後1時～5時）、⑧・⑨は豊四季台児童センター ☎7144－5363、⑩は光ケ丘児
童センター ☎7170－7600、⑪は布施近隣センター内遊戯室 ☎7135－3960（午後1時～5時）

※費用は②は200円、③・⑥は50円、その他は無料■児童センターの催し

問



　

ヴ
ォ
ー
カ
ル
サ
ー
ク
ル　

月
二

回
㈭
15
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心

者
。
懐
か
し
の
洋
楽
の
歌
。
○入
二

千
円
、㊊
三
千
円
。
体
験
五
百
円
。

石
山
☎
７
１
７
３
│
１
４
６
５

　

社
交
ダ
ン
ス
「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」

　

月
四
回
㈪
19
時
、
豊
四
季
台
近

セ
。
○入
千
円
、
㊊
三
千
円
。
月
一

回
千
円
可
。
男
女
プ
ロ
講
師
。
深

川
☎
７
１
６
４
│
１
６
３
６

　

中
国
語
サ
ー
ク
ル「
ニ
ー
ハ
オ
」

毎
㈭
19
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
○入
二

千
円
、
㊊
三
千
円
。
宇
山
☎
７
１

６
７
│
３
３
５
７

　

美
容
体
操
「
Ｃ
・
Ｐ
│
Ａ
サ
ー

ク
ル
」　

毎
㈬
９
時
、
市
民
体
育

館
。
○入
千
円
、
㊊
二
千
円
。
山
上

☎
７
１
６
９
│
１
９
０
６

　

童
謡
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
会　

主

に
第
二
・
四
㈫
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
一
回
千
五
百
円
。
村
岡
☎
７

１
６
３
│
０
２
５
８（
15
時
以
降
）

　

初
心
者
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室　

第
一
・
三
㈪
13
時
、
高
齢
者
生
協

（
あ
け
ぼ
の
）。
㊊
三
千
円
。
関
☎

７
１
４
８
│
７
６
７
７

　

易
し
く
楽
し
い
踊
り「
好
踊
会
」

第
一
・
三
㈬
か
第
二
・
四
㈬
15
時
、

松
葉
近
セ
。
㊊
千
円
。
講
師
の
指

導
あ
り
。
福
田
☎
７
１
３
２
│
４

０
７
４

　

育
児
サ
ー
ク
ル
「
ぴ
よ
ぴ
よ
Ｈ

Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」　

月
三
・
四
回
㈬
午

後
、
市
内
の
近
セ
と
公
園
。
妊
婦

か
ら
未
就
園
児
。
無
料
。
見
学
可
。

金
浜
☎
７
１
６
３
│
２
８
７
８

　

女
声
合
唱
団
「
す
ず
ら
ん
コ
ー

ラ
ス
」　

毎
㈮
９
時
45
分
、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
・
寺
島
文
化
会
館
。
㊊
三

千
円
。
見
学
歓
迎
。
稲
村
☎
７
１

４
３
│
５
８
７
９

　

着
付
サ
ー
ク
ル　

第
一
・
三
㈪

か
㈯
10
時
、
根
戸
近
セ
ほ
か
。
○入

三
千
円
、
㊊
三
千
円
。
吉
岡
☎
７

１
３
４
│
７
３
９
６

　

ペ
ン
習
字
「
紅
葉
会
」　

第
二
・

四
㈬
９
時
半
、
増
尾
近
セ
。
○入
千

円
、
三
カ
月
四
千
円
。
紺
田
☎
７

１
６
９
│
４
０
０
３

　

舞
踊
サ
ー
ク
ル　

第
二
・
四
㈬

か
㈯
10
時
、
根
戸
近
セ
ほ
か
。
○入

三
千
円
、
㊊
三
千
円
。
吉
岡
☎
７

１
３
４
│
７
３
９
６

　

ラ
イ
・
カ
ラ
オ
ケ
・
パ
ー
ト
２

第
二
・
四
㈯
15
時
、
柏
ビ
レ
ジ
近

セ
。
女
性
。
○入
千
円
、
㊊
千
円
。

金
子
☎
７
１
３
１
│
７
６
０
１

（
18
時
以
降
）

　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
健
康
体
操
「
い

ち
ご
ク
ラ
ブ
」　

毎
㈬
13
時
、
市

民
体
育
館
。
○入
五
百
円
、
㊊
千

円
。
和
田
☎
７
１
３
２
│
１
８
９

７
（
18
時
以
降
）

　

女
声
コ
ー
ラ
ス
「
ド
ル
チ
ェ
」

第
一
・
三
㈮
18
時
、
藤
心
近
セ
。

㊊
千
円
。
井
野
☎
７
１
７
５
│
６

１
７
８

　

社
交
ダ
ン
ス
「
エ
レ
ガ
ン
ス
」

毎
㈯
10
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。
中

級
。
○入
千
円
、
㊊
三
千
円
。
講
師

は
プ
ロ
（
ペ
ア
）。
中
田
☎
７
１

３
１
│
９
６
８
６

　

英
会
話
「
Ｅ
Ｔ
Ｍ
」　

毎
㈫
９

時
15
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
映
画
を

通
し
て
英
会
話
を
習
得
。
㊊
四
千

円
。
見
学
可
。
中
村
☎
７
１
６
７

│
８
５
３
７

　

初
心
者
囲
碁　

毎
㈭
10
時
、
森

田
屋
第
三
ビ
ル
。
一
回
五
百
円
。

笹
川
☎
７
１
６
４
│
０
０
１
５

　

マ
イ
ラ
ブ
体
操　

毎
㈫
９
時

半
、
根
戸
近
セ
。
女
性
。
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
。
○入
三
千
円
、
㊊
三
千

円
。
山
田
☎
７
１
３
４
│
３
１
８

０
　

酒
井
根
居
合
道
同
好
会　

毎
㈫

・
㈮
19
時
、
酒
井
根
中
。
○入
二
千

円
、
㊊
二
千
円
。
吉
田
☎
７
１
７

４
│
２
０
４
７

　

居
合
道　

毎
㈯
15
時
、
市
民
体

育
館
剣
道
場
ほ
か
。中
学
生
以
上
。

㊊
千
円
。
運
動
で
き
る
服
装
。
犬

飼
☎
・
℻
７
１
３
４
│
１
０
５
４

　

日
本
舞
踊
「
ふ
じ
の
会
」　

第

一
・
三
㈬
13
時
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
新
柏
）。
㊊
二
千
円
。
杉

田
☎
７
１
６
４
│
８
９
０
２

　

英
会
話
「
ア
フ
タ
ー
ヌ
ー
ン
テ

ィ
ー
」　

毎
㈫
13
時
、
光
ケ
丘
近

セ
。
中
級
。
○入
二
千
円
、
㊊
四
千

円
。
授
業
は
原
則
す
べ
て
英
語
。

小
林
☎
７
１
３
９
│
１
３
２
４

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
の
た
め

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診

断
・
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
相
談
会

　

と
き　

11
月
28
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

　

と
こ
ろ　

増
尾
近
隣
セ
ン
タ

ー
　

対
象　

昭
和
56
年
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
在
来
構

法
）
を
持
つ
か
た
と
、
住
宅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
て
い
る

か
た
（
住
宅
の
種
類
・
建
築
年

数
は
不
問
）、
各
先
着
三
十
人

　

内
容　

一
級
建
築
士
に
よ
る

住
宅
の
耐
震
診
断
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
相
談

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

11
月
17
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
建
築
住
宅
課

へ
電
話
で

　

問
建
築
住
宅
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
４
７

市
指
定
ご
み
袋
の
販
売

店
を
募
集

　

市
で
は
、
来
年
４
月
１
日
か

ら
新
し
く
導
入
す
る
指
定
ご
み

袋
の
販
売
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
の
請
求　

は
が
き
に

「
市
指
定
ご
み
袋
販
売
取
扱
い

希
望
」
と
明
記
し
、
店
舗
名
と

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
・
担
当
者
名
を

書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０

５　

柏
市
役
所
ク
リ
ー
ン
推
進

課
へ
郵
送
で

　

そ
の
他　

現
行
の
紙
製
ご
み

袋
を
販
売
し
て
い
る
小
売
店

は
、
今
後
の
仕
入
れ
等
に
十
分

ご
留
意
く
だ
さ
い

　

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
７
１

６
７
│
１
１
３
９

ら
ー
め
ん
フ
ァ
イ
ト
「
食

べ
歩
き
隊
」
を
募
集

　

対
象　

ラ
ー
メ
ン
が
好
き
で

健
康
に
自
信
の
あ
る
高
校
生
以

上
の
か
た
、
百
二
十
人

　

内
容　

来
年
１
月
９
日（
日
）

〜
３
月
10
日
（
木
）
に
市
内
の

ラ
ー
メ
ン
店
を
食
べ
歩
く
イ
ベ

ン
ト
「
ら
ー
め
ん
フ
ァ
イ
ト
Ｋ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｗ
Ａ
２
０
０
５
」
に

参
加
し
ま
す

　

申
し
込
み　

か
し
わ
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
柏

駅
南
口
フ
ァ
ミ
リ
か
し
わ
三 

階
）か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http: 

//w
w
w
.streetbreakers.

org

）
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
12
月
12
日

（
日
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

問
柏
駅
周
辺
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
推
進
協
議
会
☎
７
１
６
６
│

０
０
９
９
（
平
日
午
後
１
時
〜

５
時
）

羽
田
空
港
の
再
拡
張
に

係
る
環
境
影
響
評
価
方

法
書
の
縦
覧

　

羽
田
空
港
の
滑
走
路
の
増
設

計
画
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価

の
手
続
き
が
始
ま
り
、
第
一
段

階
の「
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」

を
縦
覧
し
ま
す
。

　

と
き　

11
月
26
日
（
金
）
ま

で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　

と
こ
ろ　

環
境
保
全
課
（
市

役
所
隣
）

　

◎
ご
意
見
の
あ
る
か
た
は
、

国
土
交
通
省
へ
12
月
13
日（
月
）

ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

　

問
環
境
保
全
課
☎
７
１
６
３

│
４
４
２
２
・
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
首
都
圏
空
港
調

査
課
☎
０
４
５
│
２
１
１
│
７

４
２
３

青
色
決
算
・
消
費
税
等

説
明
会

　

と
き　

12
月
３
日
（
金
）
午

後
２
時
〜
４
時
半

　

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

　

内
容　

青
色
決
算
書
の
作

成
、
消
費
税
の
届
出
な
ど

　

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
柏
税
務
署
☎
７
１
４
６
│

２
３
２
１

「
家
族
の
笑
顔
」
イ
ラ
ス

ト
作
品
募
集

　

家
族
（
全
員
・
一
部
・
個
人
）

の
笑
顔
を
自
筆
で
描
い
た
も
の

を
募
集
し
ま
す
。
作
品
は
市
内

公
共
施
設
で
一
般
公
開
す
る
予

定
で
す
。

　

応
募
方
法　

Ａ
４
か
Ａ
３
サ

イ
ズ
の
画
用
紙
に
作
品
を
描
き

（
画
材
は
自
由
）、
モ
デ
ル
の
カ

ラ
ー
写
真
を
添
え
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏

六
丁
目
四
│
二
四
柏
ビ
ル
七
階

柏
市
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

協
議
会
事
務
局
へ
、
12
月
24

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

か
直
接

　

問
同
事
務
局
☎
７
１
６
４
│

１
４
６
７

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
か
い

け
つ
ゾ
ロ
リ
！
ま
ほ
う

つ
か
い
の
で
し
」

　

と
き　

12
月
５
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
３
時
半

　

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

　

費
用　

三
千
円（
三
歳
以
上
）

　

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
す
ぺ

ー
す
柏
☎
・
℻
７
１
６
９
│
８

４
５
１

時
間
外
保
育
職
員

　

職
種　

①
時
間
外
保
育
職
員

②
代
替
時
間
外
保
育
職
員

　

勤
務
場
所
・
人
数　

豊
四
季

乳
児
保
育
園
＝
①
・
②
各
一
人
、

富
士
見
保
育
園
＝
①
二
人
、
東

中
新
宿
保
育
園
＝
①
二
人
②
一

人
　

勤
務
時
間　

①
＝
月
〜
金
曜

日
午
前
７
時
〜
８
時
半
・
午
後

３
時
半
〜
７
時
、
土
曜
日
午
前

７
時
〜
８
時
半
・
正
午
〜
午
後

７
時
（
交
代
制
）、
②
＝
園
の

都
合
に
よ
る
（
交
代
制
）

　

賃
金
（
時
給
）　

有
資
格
者

＝
九
百
十
円
、
無
資
格
者
＝
八

百
七
十
円
※
交
通
費
は
別
途
支

給
　

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書

の
写
し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を

持
っ
て
、
11
月
22
日
（
月
）
ま

で
に
各
保
育
園
へ
直
接

　

そ
の
他　

子
育
て
経
験
・
専

門
知
識
の
あ
る
か
た
を
優
先

　

問
豊
四
季
乳
児
保
育
園
☎
７

１
４
４
│
７
５
０
６
・
富
士
見

保
育
園
☎
７
１
４
５
│
１
７
２

１
・
東
中
新
宿
保
育
園
☎
７
１

７
３
│
９
０
８
７

平成16年（2004年）11月15日⑦ 第1229号

3日㈮・10日㈮午前10時～午後
4時（計2回）。先着9人。430円

古布の裂き織り
でバッグ作り

12日㈰午前10時～正午。先
着10人。無料

21日㈫午前10時～正午。先
着10人。無料

9日㈭・16日㈭午前9時半～午後
4時（計2回）。先着10人。300円

自転車（パンク）
修理

25日㈯午後1時～4時。先着
20人。300円

しめ縄のリース
作り

和服でベスト作
り

包丁研ぎ

17日㈮午前10時～午後3
時。先着15人。200円

ネクタイでポー
チ作り

11日㈯午前10時～午後3
時。先着15人。100円

古布でわらじ作
り

19日㈰午後1時～3時。先着
15人。無料

おもちゃ・掃除機等
家庭用品の修理

問柏市リサイクルプラザリボン館 ☎7199－5082
※申し込みは11月16日㈫午前9時半から、同館へ電話で

12

講座名 と　き 対　象 申し込み内　容

12月12日㈰・19日
㈰午前9時半～午
後0時半（計2回）

12月12日㈰・19日
㈰午後1時半～4
時半（計2回）

③ワード初心
者コース

市内在住・在勤
で、文書作成が
できるかた、25人
市内在住・在勤で、
日ごろエクセルを
使い基本を理解し
ているかた、25人

市内在住・在勤
で、パソコン初心
者のかた、25人

エクセルの関数を
使い、町会などの
会計報告の作り
方を学びます

④エクセルレ
ベルアップ
講座

ワードの基本を
案内状作成を通
して学びます

12月4日㈯午後1
時～4時

①エクセルで
ウオーキン
グ表を作
ろう講座

市内在住・在勤
で、エクセルを使
ったことがあるか
た、25人

エクセルを使っ
てウオーキング
表を作ります

12月11日㈯・18日
㈯午後1時半～4
時半（計2回）

②初心者の
インターネ
ット・メール
教室

パソコンやインタ
ーネット・メール
の基礎を学びま
す

各講座ごとに、往復
はがきに希望講座名
を明記し、住所・氏
名・年齢・電話番号と
返信面のあて先を書
いて、〒277－0005柏
5丁目8－12　柏市中
央公民館へ、①は11
月24日㈬、その他は
11月29日㈪までに郵
送で（必着）※応募
は1講座につき1人1
通。応募者多数の場
合は抽選。①～③は
以前に受講されたか
たは応募できません

問中央公民館 ☎7164－1811

※会場は①は柏一小、その他は中央公民館。費用は①は90円
（CD－R代）、その他は無料。③・④はDOS－Vの初期化した
フロッピーディスク1枚の持参を。講師はパソコンボランティア

■中央公民館の
パソコン講座

催　し と　き 対　象 申し込み内　容

12月5日
㈰午後1
時半～3
時半

②クリスマス
に孫と遊
べる手品

孫と遊べ
る手品を
教わりま
す

12月1日
㈬午後2
時～3時

①楽しい絵
本のせか
い

市内在住の
かた、先着
20人
市内在住で
60歳以上の
かた、先着
45人

市内在住で
60歳以上の
かた、先着
50人

絵本の読
み語り

12月7日
㈫午後1
時半～3
時半

③お国なまり
で語ろう
～江州弁
でしゃべ
らへんか

市内在住で、
原則として滋
賀県がふるさ
とのかた、先
着20人

「江州音
頭」を楽し
み、名菓と
名物を味
わうなど

12月12
日 ㈰ 午
後1時半
～3時半

④ほのぼの
クリスマス
ジャズコン
サート

親子バンド
「そねそね
くらぶ」の
ジャズなど

問ほのぼのプラザますお ☎7170－5570

※会場はほのぼのプラザますお。費
用は③は500円、その他は無料

■ほのぼのプラザ
ますおの催し

11月16日
㈫午前9
時から、
ほのぼの
プラザま
すおへ電
話か直接

当日、会場
へ直接※
駐車場は
使えません

当日、会
場へ直接

　市では、来年3月の沼南町との合併後「広報かし
わ」の紙面をリニューアルする予定です。これに合わ
せて1面の題字デザインを募集します。この機会に
あなたのセンスを生かしてみませんか。

縦4センチメートル×横13センチメート
ル（拡大して描く場合はこの比率でＡ4判
まで）、「広報かしわ」の文字を入れ、カ
ラーで制作すること
最優秀賞（商品券などを贈呈）
作品（データも可）に作品の説明と住所・
氏名・年齢・電話番号を明記して、〒277
－8505　柏市役所広報広聴課（市役所
第2庁舎3階）へ、12月17日㈮までに
郵送（必着）か直接
採用作品は一部修正する場合があります

広報
かしわ

の 題 字 をデ ザイン
して み ま せ ん か？

サイズ等

　 賞 　
応募方法

そ の 他
問広報広聴課 ☎7167－1119

図書館分館が蔵書
点検のため休館に

問い合わせ

　市立図書館の豊四季台・
南部・西原・布施・増尾・
新田原・松葉の各分館は、
蔵書点検のため休館します。

☎7145－9546
☎7172－9194
☎7152－9898
☎7132－3193
☎7172－9193
☎7167－1298
☎7134－0046

豊四季台分館
南 部 分 館
西 原 分 館
布 施 分 館
増 尾 分 館
新田原分館
松 葉 分 館

11月29日㈪～
12月9日㈭

期 間



　

先
月
、
柏
村
時
代
か
ら
八
十
年
間

時
代
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
、
し
に

せ
の
お
座
敷
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
が
店

を
閉
じ
た
。

　

そ
の
店
「
冨
士
見
軒
（
ふ
じ
み
け

ん
）」
で
、
二
十
歳
か
ら
現
在
ま
で

現
役
で
お
か
み
を
務
め
た
。

　

東
京
の
麹
町
に
あ
っ
た
有
名
レ
ス

ト
ラ
ン
「
冨
士
見
軒
」
の
上
役
だ
っ

た
い
と
こ
の
勧
め
で
、
の
れ
ん
わ
け

を
し
て
も
ら
い
、
柏
駅
前
通
り
に
夫

と
と
も
に
店
を
開
い
た
。

　

し
か
し
、
時
代
は
ま
も
な
く
戦
争

へ
。
男
手
は
兵
隊
へ
と
ら
れ
、
女
手

だ
け
で
お
店
を
切
り
盛
り
す
る
こ
と

に
な
る
。
毎
日
、
籠
を
背
負
い
、
げ

た
を
履
い
て
、
一
時
間
以
上
も
歩
い

て
、
沼
南
町
ま
で
食
材
を
仕
入
れ
に

通
っ
た
。
自
ら
作
っ
て
振
る
舞
っ
た

芋
の
煮
っ
転
が
し
と
雑
炊
は
、
す
ぐ

に
売
り
切
れ
た
。「
こ
れ
が
自
分
に

課
せ
ら
れ
た
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
苦
し
い
と
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
」。

　

地
道
で
謙
虚
な
姿
勢
は
、
多
く
の

名
士
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
常
連
と

し
て
引
き
寄
せ
た
。
川
島
正
次
郎
副

総
裁
や
朝
日
新
聞
記
者
の
杉
村
楚
人

冠
、
皇
族
も
迎
え
た
こ
と
が
あ
る
。

　

表
情
豊
か
に
よ
く
笑
う
、
朗
ら
か

な
人
柄
が
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
こ
の

お
か
み
に
多
く
の
人
が
魅
せ
ら
れ
た

ゆ
え
ん
な
の
だ
ろ
う
。
昔
の
出
来
事

を
語
る
口
ぶ
り
に
は
、
自
ら
体
験
し

て
き
た
も
の
だ
け
が
持
つ
現
実
味
が

あ
る
。

　
「『
通
り
す
ぎ
た
ら
そ
の
後
に　

花

の
香
り
が
残
る
よ
う
な　

そ
ん
な
娘

に
な
り
た
い
と
』
っ
て
い
う
歌
詞
の

よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
。
私
の
時
代
は
終
わ
り
で
す
け

れ
ど
、
今
度
は
自
宅
に
庭
師
で
も
入

れ
て
、
花
で
も
眺
め
て
余
生
を
楽
し

く
過
ご
そ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

長
寿
の
秘
け
つ
は
「
人
様
に
見
ら

れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
、
そ
れ
か

ら
、
い
つ
ま
で
も
娘
み
た
い
な
心
を

忘
れ
な
い
こ
と
」
だ
と
笑
っ
た
。

　
「
長
生
き
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
感

謝
」
と
す
べ
て
の
こ
と
に
感
謝
を
忘

れ
な
い
。
こ
れ
も
苦
し
い
時
を
支
え

て
く
れ
た
お
客
様
か
ら
も
ら
っ
た
宝

物
な
の
か
。
永
遠
の
少
女
の
明
る
く

朗
ら
か
な
笑
顔
は
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
人
に
励
ま
し
と
希
望
を
与
え
て
い

く
の
だ
ろ
う
。

　

柏
七
丁
目
在
住
。
息
子
夫
妻
、
孫

息
子
夫
妻
と
ひ
孫
の
六
人
暮
ら
し
。

九
十
六
歳
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています100

No.396

 もり

森　たいさん

元冨士見軒の女将（おかみ）

地道、信頼、そして感謝

平成16年（2004年）11月15日

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 ☎7164－6413

第1229号 ⑧

被災地へ人的支援
　10月23日に新潟県で起こった地震災害に対
し、市の消防本部からも、10月27日、緊急消
防援助隊員17人と車両5台が新潟へ向けて出
発しました。翌日到着した後、直ちに活動を
開始。長岡市信濃川流域の土砂崩れ現場への
出動、小千谷市内の巡回警戒、病院の転院搬
送、食事や情報伝達のサポートなどを行いま
した。10月30日午後に神奈川県隊と交代し、
同日午後9時過ぎに、市の消防本部へ無事帰
隊しました。

秋風と駆ける
手賀沼エコマラソンが開催
　手賀沼浄化の啓発の一環として始まった
エコマラソンも今年は第10回目の記念大会
です。10月31日午前8時50分、開会式が始
まると朝からの雨もやみました。競走とい
うよりは、手賀沼の景色を楽しみ、楽しく
走ろうという催しで、ぬいぐるみやキャラ
クターの帽子をかぶって走る人もいて、少
し肌寒い気候にもかかわらず、会場は終始
なごやかで明るい雰囲気。手賀沼の浄化を
願って、健脚自慢の約8,500人が沼のほと
り21.0975キロメートルを駆け抜けました。

がんばれ、新潟！

芹沢銈介－板絵の願い－絵馬

梵
字（
ぼ
ん
じ
）「
ア
」

　れんげの上の梵字アは誕生を表すとあり、妻
たよの新盆の時に菩提（ぼだい）寺に奉納され、
奉謝と書かれたものは関係者に配られました。

来年1月16日㈰まで開催中

知人から譲り受けた、後
に「冨士見軒」となる家。
壁際に積んだまきと砂利
道が見える

美
し
い
旋
律
で
魅
了

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
報
告

　今年で52回目を迎えた全日本吹奏楽コンクール全
国大会。都道府県大会の1万を超える参加団体の中か
らたった94団体がそのステージに立てます。市内か
らは市立柏高等学校、柏中学校、酒井根中学校の3校
が出場しました。1つの自治体から3校の出場は、全
国でも例が無いことで、しかもそれぞれ、金賞、銀賞、
銅賞という輝かしい成績。10月28日には、代表の生
徒が本多市長へ受賞報告を行い、「先輩、後輩と力を
合わせ、いっそうの活躍を期待します」と祝福を受け
ました。

ごみと憩いを担います
第二清掃工場で火入れ式

　南増尾に建設中の第二清掃工場。これ
からの市内のごみ処理を担うとともに、
近くには温水プールやホールなどを設け、
市民が憩い、グループ活動の場としても
活用できる施設として誕生する予定です。
このたび、11月9日に火入れ式が行われま
した。来年4月の本格稼動に向け、12月に
は試運転も始まります。当日は柏中学校
から職場体験でやってきた豆記者6人（写
真右）も参加し、写真撮影などを体験し
ました。


